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はじめに
　元は 13 世紀から 14 世紀にかけて、今日のモンゴル
高原と中国にあたる地域を支配した王朝である。中国の
北部と南部を再び一つの王朝の元に統合し、全域を支配
下においたという点で中国の王朝に名を連ねる。一方で
モンゴル族を統治者とし、ユーラシア大陸にまたがる広
大なモンゴル帝国の中核でもあった。元の領域内では人
や物が活発に行き来し、マルコ・ポーロをはじめとする
商人たちが盛んに訪れ、また龍泉窯の青磁、景徳鎮窯の
青白磁、青花磁器などの陶磁器は海を渡って日本からエ
ジプトまで広く輸出された。
　そのような複数の民族が入り混じる元代の墓制もま
た、前時代から受け継がれたもの、新たな変革が生まれ
たもの、と複雑な様相を呈してくる。さらに、元代は統
治者層にモンゴル族、ついで色目人と呼ばれる人々、金
の支配下にあった北方の漢人、一番下層が南宋の支配下
にあった南人といった身分差が存在した社会だと言われ
ている。民族による身分差も墓制の違いとして現れてく
ることが推測される。これらの元墓の地域的な特徴や変
遷を明らかにし、中国の墓制の流れの中に位置付けるこ
とが元墓研究で必要となると考えられる。
　本稿では、元墓の研究史についてまとめ、特に倣木
造類屋式墓と呼ばれる種類の元墓について、試論的に
前時代である金代に造られた金墓との比較を行った。 
１．元墓の考古学的研究史
戦後の元墓の調査報告は 1950 年代から見られる。元
代は中国考古学が対象とする時代のなかで新しい時代で
あったため、研究対象としてはあまり重要視はされな
かったものの、その後も発掘調査報告は蓄積されていっ
た。1980 年代以降に中国全土の元墓について統括的な
所見が出され、近年では地域ごとの研究が進んでいる。
以下、それぞれについて見ていく。
１－１．元墓の総括的な研究
　元の墓葬について、早い時期に、総括的な見解を述べ
たのは徐苹芳である。徐は元代墓葬をモンゴル期（1213
年～ 1271 年）と元期（1271 年～ 1368 年 ) に分けて、
墓の構造を紹介し、地域ごとにその様相を概観している。
（徐 1984:  605-609）
　徐はモンゴル期の元墓として、山西省の宋徳方墓、潘
徳沖墓、馮道真墓、道姑合葬墓、河北省の劉乗恕墓を取
り上げ、宋徳方墓、潘徳沖墓、道姑合葬墓が道教関係者
の墓であったことから、元代初期に道教の勢力が増した
と考えた。また、副葬品としてみつかる鈞釉瓷器の数は
以前と比べて増加しており、馮道真墓から出土した瓷器
11 個のうち 10 個、劉乗恕墓からは 18 個のうち 12 個
が鈞釉瓷器であった。
　さらに山西省の特徴として、倣木建築彫磚壁画墓が多
いことを指摘した。この種類の墓は五代からつづいてい
るが、木造建築を模倣した部分は徐々に簡略化されてお
り、元代では概念的なものになっている場合もあるとし
ている。また、陝西省の元墓は黒陶製の家具や家畜のミ
ニチュアを副葬品としている点が共通している。こうし
た陶俑を副葬する例は四川の元墓でも見られ、南宋の墓
制の踏襲であると述べた。
南方の元墓については、江蘇省、江西省を紹介し、
大部分が南宋の墓制の延長上にあると述べた。多数の部
屋をもつ券頂磚室墓が多く、夫婦合葬の場合は同じ墓の
異なる墓室にそれぞれ埋葬される。また、遺骸に対する
防腐措置がとられており、副葬品が豊富な事例も多い。
特に江西省の凌氏墓からは至元四年（1338）の銘が入っ
た青花釉裏紅の楼閣式五谷倉が出土しており、これは生
産年代が確定している元青花のなかで最も時期の早いも
ので、元代の陶磁研究のうえで極めて重要な資料である。
また、北方では土葬が一般的であるが、福建省の潘八墓
など火葬墓もみられるとした。
各地域の概要を述べた徐の論考においては、山西省
に倣木建築彫磚壁画墓が多い点、南方の元墓が南宋墓を
踏襲している点、などが今日まで発掘報告や論考で支持
されている。
　その後、秦大樹が『宋元明考古』で元墓について述べ
ている。（秦 2004: 225-239）秦は元を考古資料を参考
に３期にわけなおし、墓制の特徴から地域を五つに区分
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した。時期は元期をさらに英宗の統治まで（1271 年～
1323 年）と、それ以後（1324 年～ 1368 年）に分けた。
地域はそれぞれ明長城以北、長城以南から長江以北、江
南、川渝および雲貴高原、チベット高原地域である。全
国的な様相としては徐の論を踏襲しており、北方の元墓
については遼、金から元へとうつりかわるなかでの変化
と遊牧民的要素を指摘し、南方については宋代墓制の延
長であると述べた。
１－２．地域ごとの研究
北方元墓が遊牧民の影響を強く受け、南方元墓が南
宋の葬制の踏襲である、という大まかな傾向の把握の次
に行われたのが元墓の地域研究である。
代表的なものとして、北方元墓の形態分類を行った
董新林（董 2015）、山東地区の元墓を分類した秦大樹（秦
2005）と、山東地区を元墓の形態からさらに細分して
時期ごとの特徴を述べた袁泉（袁 2015）、南方元墓の形
態分類を行い、元墓の分布から地区分けし、各地区の文
化的特徴を述べた徐学琳（徐 2015）の研究がある。
　北方地区は現在の中国の黒龍江省、吉林省、遼寧省、
河北省北部、北京市、天津市、山西省北部、内モンゴル
自治区東部および中部の一部を含む地域であり、モンゴ
ル帝国時代から元の支配下にあった地域である。この地
域の元墓ついては董新林がその構造に着目し、４種類に
分類した。それぞれ、類屋式墓、土洞墓、類槨式墓、土
坑竪穴墓である。墓の詳細については後ほど４章でふれ
る。また、董は徐の時期区分を支持し、元を早期（1206
年～ 1271 年）、中期（1271 年～ 1323 年）、晩期（1324
年～ 1368 年）の３期とした。さらに、文献資料、出土品、
壁画、墓誌などから北方地区の元墓を、モンゴル人、「モ
ンゴル族化」した人々、色目人、漢人の身分ごとに分類
し、それぞれの特徴をまとめた。そして、地区の特徴と
して、方形単室類屋式墓がもっとも多く、その他に一定
数の類槨式墓、土洞墓、土坑竪穴墓が存在し、さらに漢
人の墓では壁画が多く描かれたことと、身分や時期を超
えて灰陶の明器を副葬することが流行したことを明らか
にした。また、モンゴル族、色目人、漢人間の葬制の違
いについても指摘した。（董 2015）
　山東地区はちょうど中国の北方と南方の中間地点にあ
たる。秦大樹は山東地区の元墓を大きく３種類に分け、
それぞれ江南地域、長城以北の地域、河北河南地域のも
のに類似していることを指摘した。（秦 2005）袁泉は山
東地区について、時期ごとの傾向として、元の早期・中
期（至元年間前－延祐年間）は宋や金に引き続いて山東
の伝統的な、穹窿形の天井をもつ円形の倣木造彫磚壁画
墓が基本をなすとしている。その後、元後期（至治年間
－元末）に他地域からの影響を受けて、方形の磚室墓、
多室磚石室墓の出現、および胶東半島（半島の特に海に
せり出している地域）における石塔墓の流行など、従来
の山東地区にはなかった新たな要素が入り込んできて、
地域の墓制に変革を及ぼしたと述べている。（袁 2015）
　南方地区とは秦嶺—淮河線より南の地域をさし、具体
的には現在の江蘇省南部、安徽省南部、陝西省の南端部、
湖北省、湖南省、浙江省、江西省、福建省、広東省、四
川省、貴州省、雲南省、広西壮族自治区などにあたる。
この地域は南宋、西遼、大理の支配下にあり、比較的遅
くに元に加わった地域である。南方地域に関しては、徐
学琳が墓を素材と構築から８種類に分類している。それ
ぞれ土坑墓、石槨墓、岩坑墓、磚石槨墓、澆漿墓、三合
土墓、券頂磚石室墓、骨灰罐墓である。このうち、「土
坑墓」は北方の「土坑竪穴墓」と同じ構造で、「券頂磚
石室墓」は「類屋式墓」と同種である。さらに徐は董が
「類槨式墓」としたものをさらに細かく「石槨墓」と「磚
石槨墓」に分けている。また、骨灰罐墓は、土坑竪穴墓
に火葬骨と骨灰を陶罐に入れる埋葬形態を土坑竪穴墓と
分けたものである。南方に特徴的なものとしては岩坑墓、
三合土墓、澆漿墓がある。岩坑墓は中国南部によくみら
れる紅砂岩に竪穴をあけて作られた墓で、天井を石板で
ふさぐことが多い。三合土墓は、石灰、砂、土を混ぜた
三合土を突き固めて墓の壁をつくるのが特徴で、長江中
下遊地区によく見られる。そして澆漿墓は磚、石、砂、
木で墓室を造ったのち、石灰や炭屑などを墓室や木棺の
上からかけて密閉したものをいう。もともとは遺骸の防
潮防腐措置のひとつであったが、やがて墓の構築に影響
するようになっていった。徐はこれらの墓の分布から、
南方を５地域に分け、それぞれの地域的な特徴について
まとめ、全体として南方は北方の影響をあまり受けてお
らず、宋代の葬制を引き継いているとした。（徐 2015）
２．本稿の目的
　元墓の研究は、まず中国全土の大まかな傾向を捉える
総括的な研究が行われた。次に北方、南方、そして両者
の境界部など地域を限って元墓を集成し、当該地域の元
代墓制の様相を把握してその特徴を明らかにする研究が
行われるようになってきた。地域的な変遷をおい、中国
の墓制の中に位置付けるには、前後の時代の墓制との比
較が必要不可欠である。
本稿では、北方地域の元墓を対象に、倣木造の類屋式墓
について、前時代の金墓との比較を試論的に行い、両者
の相違点について考察し、今後の金元墓を比較分析する
うえでの視点について考えたい。
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３．対象とする地域
　本稿では、元墓と金墓の形態を比較することを目的と
しているため、以下の第１図に示した、両者の支配領域
が重複した地域を対象とする。本稿では、便宜上この地
域を北方地域と呼称する。
図中に水色で示した範囲が元の勢力範囲であり、東
北地方からおよそ淮河までがかつての金の領域である。
今日の行政区分でいうと、東北３省（黒龍江、吉林、遼
寧）、内モンゴル自治区の一部、河北省、北京市、天津市、
山西省、山東省、および陝西省の一部が含まれる。また、
図中に示した金・元墓は本稿の図版（第２図～第５図）
や文中で取り上げたものである。
　中国は北宋と遼、南宋と金、というように長年に渡っ
て北と南の統治民族が異なっていた。このことが南北の
習俗や文化の差を決定づけ、元による再統一後もこの差
異はなくならない。むしろその差異の上に元のもつモン
ゴル的な要素が入り込んで、明へと続いていくのである。
特に中国の北方は、漢族から韃靼族の遼、女真族の金、
モンゴル族の元と統治者層が次々と変わっていった。本
稿ではその移り変わりの様相まで言及はできないが、今
後、各時代の墓制の研究を進め、比較を行うことで、宋
代の北方地域の様相が明らかにできると考える。
４．北方の元墓　
　金墓との比較の前に、北方の元墓について詳しくみて
おきたい。本稿では前述の董新林の分類（董2015）に
よった。
４－１． 類屋式墓
　類屋式墓（第２図）は墓の上部がドーム状になってい
る種類の墓をまとめた分類である。墓道、墓門、墓室か
らなり、墓室の平面はａ． 隅丸方形、ｂ．多角形、ｃ．
円形、ｄ．方形、e．凹形などがある。また、b は特に
木造建築を模倣したもの（徐が指摘した倣木建築彫磚壁
画墓）である。開口部の細かい角度に違いが見られるも
のの全て南側を向いている。遺骸は棺床と呼ばれる一段
高くなったところに安置されたものが多く、一人の場合
と複数人埋葬される場合がある。他には d のように南北
方向で石棺を入れているものもある。
１吉林扶余市岱吉屯元墓
２内蒙古敖漢旗小柳条沟金墓
３遼寧朝陽市開発区仁済薬剤工地元墓
４遼寧朝陽市召都巴金墓
５遼寧凌源富家屯元墓
６北京昌平興寿鎮元墓
７北京石景山区劉娘府墓
８北京鉄可父子墓
９河北覇州市任水村元墓
11 内蒙古涼城県後徳勝元墓
12 山西孝義梁家庄元墓
13 山西孝義梁家庄元墓
14 河北平郷県郭橋村元墓
第１図　元・金・南宋の支配範囲
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第２図　元墓の種類（類屋式墓・土洞墓）
c. 円形
b. 方形
a. 隅丸方形
0 S=1/50 1m
土洞墓
0 S=1/80 3m
類屋式墓
e.多角形
d. 凹形
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４－２．土洞墓
土洞墓（第２図）はいわゆる横穴墓で、地下に横穴
を掘って遺骸を埋葬した。図の内蒙古涼城県後徳勝元墓
の M3 では木棺の痕跡がみられたため、遺骸を木棺に入
れていたと推測される。
４－３. 類槨式墓
類槨式墓（第３図）は、遺骸の周囲に槨をもつ構造
のものをまとめた言い方である。槨は石で作られたもの
と、磚で作り蓋を石板でするもの、木製のものがある。
また、部屋構造の数で分類でき、それぞれａ．三室墓、ｂ．
双室墓、ｃ．単室墓がある。遺骸の向きはいずれも南北
方向である。
0 S=1/80 3m 0 S=1/50 1m
類槨式墓
b. 双室
c. 単室
土坑竪穴墓
a. 三室
a. 二人埋葬
b. 一人埋葬
第３図　元墓の種類（類槨式墓・土坑竪穴墓）
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４－４. 土坑竪穴墓
土坑竪穴墓はａ．二人埋葬、ｂ．一人埋葬など、埋
葬人数にばらつきが見られる。また土坑に直接埋葬する
例と、ａのように木棺に遺骸を入れて埋葬する例がある。
５．金墓との比較
　本稿では、金元墓の比較として、構成要素が多く、細
かい差異の把握が容易な類屋式墓で分析をおこなった。
対象としたのは同遺跡で出土した金元墓２基に周辺出土
の２基を合わせた山西省の計４基、および墓室の平面が
凹形の河北省の元墓１基と同様の平面形態を持つ遼寧省
の金墓１基の計２基である。
５－１．山西省の多角形類屋式墓類（第４図）
第 4図に示した平面形態が多角形の倣木造の類屋式
墓は①が山西孝義梁家庄元墓、②と④が山西孝義下吐京
の元墓と金墓である。②と③は同遺跡で検出された異な
る時代の墓であり、①と②、③は互いの距離が５km ほ
どの近距離にある。③は同じ山西省だが、①、②、④と
は 100km 以上離れた場所に位置する山西襄汾荊村溝村
金墓である。以下、発掘簡報にしたがって、それぞれの
概要を述べる。
①の山西孝義梁家庄元墓は平面が八角形で、南側に
墓門と墓道がある。遺骸は頭を北にして棺床に安置され
ており、墓の主人とその二人の夫人のものだと考えられ
ている。副葬品は少なく、遺骸の頭部と壁の間に置かれ
た黒磁罐、磁碗、買地券、扉の鉄金具が各１件ずつのみ
である。各壁には扉・窓などが描かれているほか、東壁
と西壁にはそれぞれ五言詩が一首ずつ書かれている。八
角形の角柱は墨で描かれ、柱頭と額枋に磚で作られた斗
栱を配している。この墓の年代は、出土した買地券に書
かれていた「元大徳元年」（1297）より元中期の墓と考
えられている。
②、④の山西孝義下吐京元墓、金墓はともに山西省
呂梁市孝義市下吐京で見つかった墓であり、金墓から元
墓への影響があると報告されている。
まず②の元墓についてみていきたい。元墓は平面が
六角形で、南側に墓門と墓道がある。遺骸は腐朽してお
り、副葬品は黒磁碗が１件のみである。北壁には幕の中
にいる墓の主人、夫人、侍従たち、東北および西北壁に
机や酒壺、碗、杯、鍋など饗膳具、東南壁には花瓶、西
南壁には花瓶と青年武人が描かれている。六角形の角柱
と柱頭の斗栱など倣木造の構造物は磚で作られている。
墓の年代は墓の様式が①の山西孝義梁家庄元墓との類似
や壁画の人物の服飾などから①とほぼ同時期の元中期だ
と推測されている。
次に④の金墓についてである。この金墓は平面が八
角形で、南側に墓門と墓道がある。遺骸は一体だと推測
されるが、すでに腐朽しており詳細は不明である。副葬
品は銅鏡、鉄灯、鉄牛、陶罐、陶杯が１件ずつで、陶罐
は欠けが見られる。各壁は磚彫で装飾され、墓の主人と
その家族の生前の生活を表している。八角形の角柱は磚
の上に墨を塗装して作られ、柱頭と額枋に同じく磚で作
られた斗栱などの倣木造の構造品を配している。墓の年
代は墓門右側に「承安三年」（1197）年の墨書があった
ため、金代の墓だとみなされている。
最後に③の山西襄汾荊村溝村金墓についてみていき
たい。この金墓は平面が六角形で、南側に墓門と墓道が
ある。遺骸は頭部を北にして棺床の上に安置されており、
夫婦二人のものだと推測される。副葬品は盗掘にあった
ため、わずかに墓底の中央から銅鏡が１件見つかったの
みであった。この銅鏡は墓の頂上に取り付けられていた
ものの可能性が高い。各壁は磚彫で装飾され、扉、窓、
灯龕、婦人、侍従、楽人、武人などがそれぞれ配置され
ている。また、手形を浮き彫りした磚もみられる。六角
形の角に八角形の角柱があり、上部の倣木造の構造物と
ともに磚で作られている。墓の年代は墓の構造や磚彫の
表現などから金代のものだと推測されている。
同遺跡出土で構造的連続性があると言われている②
の元墓と④の金墓について考察をおこないたい。類似点
としては、墓の構造が木造建築を模倣していること、壁
面の装飾の内容が被葬者を主体としたものであること、
また墓室内に床面より高く作られた棺床を持たないこと
があげられる。反対に相違点としては以下の点があげら
れる。まず、墓の平面形態が②の元墓は六角形であるの
に対し④の金墓は八角形で、したがって柱などの倣木造
の構造物の配置・個数も異なる。次に壁面の装飾が②の
元墓は壁画であるのに対し④の金墓は磚彫である。また、
屋根部は双方ともに券頂と呼ばれる形態であるが、②の
元墓は 26 段すべての磚が同じ向きで積まれているのに
対し、④の金墓は下９段と上 24 段で磚の向きが異なる
方向で積まれている。
続いて①の元墓と④の金墓について比較する。これ
らは５km 圏内に位置している。いずれも平面形態が八
角形であり、屋根部の磚が縦横の２方向で積まれている。
このような外形上の特徴が似通っている一方で、①の元
墓は棺床に遺骸が安置されているのに対して④は棺床を
持たない。また、同様に八角形の墓室を持つが、②の柱
は墨で描かれたものであり、磚で作られた斗栱の位置な
ども④と比べて異なっている。さらに、壁面の装飾が①
は壁画で④が磚彫という点が異なるし、内容についても
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①が窓や扉、詩であるのに対し、④は被葬者の生前の暮
らしぶりを表している。
次に②の元墓と③の金墓についてである。互いに平
面形態が六角形である点、柱頭のみに斗栱が置かれてい
る点、屋根部の磚が一方の向きで積まれている点が共通
している。違いは壁面の装飾が②は壁画で、③は磚彫で
ある点、③が墓門から入って右側に棺床を持つ点である。
　①から④の金元墓を互いに比較すると、平面形態や屋
根部の構造から大まかに①、④と②、③の２種類に分け
ることができる。これらの２種類は平面形態が八角形と
六角形で異なり、平面につられて倣木造の構造物である
柱や額枋、斗栱の数や位置も異なっている。このことか
ら、倣木造の類屋式墓の分類において、平面形態は１つ
の重視するべき要素ではないかと考える。また、金代は
墓壁を磚彫で装飾するのが元代になると壁画に変わるこ
とや、壁画の内容が被葬者を主体とするものとそれ以外
のものに大別できることがある。そして、元代の棺床は
墓室の奥側に作られるのに対し、金代は墓室の右側に作
られるという違いが見受けられた。
５－２．凹形類屋墓類（第５図）
第５図に示した平面が凹形の類屋式墓は①が河北平
郷県郭橋村元墓群の M1、②が遼寧朝陽市召都巴金墓で
ある。両者とも倣木造の構造をもつ。
第４図　山西省の多角形類屋式墓類の比較 
山西孝義梁家庄元墓 山西孝義下吐京元墓
山西孝義下吐京金墓山西襄汾荊村溝村金墓
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①の河北平郷県郭橋村元墓群 M1 は上部や内部の保
存状態があまりよくなく、特に屋根部はほぼ残っていな
い。南側に墓門と墓道があり、遺骸は３体で棺床に東西
方向に向くものが２体、墓道に南北方向を向くものが１
体安置されている。棺床の２体は夫婦で、遺骸周辺に鉄
釘や草木灰、白灰泥、木棺の痕跡があることから防腐処
置がなされた木棺内に置かれていたと推測できる。墓道
の１体は女性で、同様に木棺の痕跡が見られるが、埋葬
位置、時期が異なることから、他２体の後に追葬された
主人の妾ではないかと推測されている。副葬品は青釉罐
の残片、長明灯に使われた無釉の小盞、完形の兎毫磁盞
が１件ずつと、遺骸付近から銅鏡１件、腰あたりから玉
飾り２件が見つかった。墓の壁には磚で椅子、灯龕、門
や柱、倣木造の構造物が作られている。柱は欠けている
ものも含めて 14 本あり、不規則に配置されている。墓
の年代は、構造と副葬品の特徴から元代だと推測された。
②の遼寧朝陽市召都巴金墓は、南側に墓門と墓道が
あり、遺骸は骨が散乱していて埋葬当時の様相は定かで
はないが、二体安置されていたと思われる。副葬品は多
量に残されており、陶器 19 件、磁器２件、銅器 28 件、
鉄器６件ほど、漆器２件、木器１件、骨器１件、方形磚
１件があった。陶器は日常生活に使用するような壺、碗、
罐、釜などで、副葬用の明器だと考えられる。銅器は帯
飾り、銅銭の他は馬具が多くみられた。鉄器は剣、刀、
鏃など武具である。方形磚は文字などが見られなかった
が、他の金墓で出土した方形磚には年代が記されていた
ため、同様の性質のものだと推測される。これらの遺物
はおおまかに３つのグループに別れて配置されている。
１グループ目は副葬用の明器で、陶器がまとまって墓室
の東壁に置かれている。２グループ目は鉄器、銅器、骨
器、方形磚で、１グループとは反対の西壁の龕状の窪み
に置かれている。３グループ目は凹型の磚が敷かれた場
所の手前に置かれており、木製椅子、磁器碗、漆器盤な
ど日常生活で用いられるものが主で、墓葬の葬制の部分
の何らかの儀礼に関する遺物だと考えられる。壁面には
紅彩で柱が７本描かれ、その上に磚で作られた倣木造の
構造物をのせている。墓の年代は副葬品から金代早期の
ものだと考えられている。
①、②の金元墓ともに、墓室の床自体は円形であるが、
床上に磚を凹形に敷き詰めており、実際の墓室として利
用する空間は凹形の部分であるため、凹形に分類した。
これらを比較すると、墓室の平面形態は双方凹形で類似
しているが、②の金墓は東西壁に一つずつ龕状の窪みが
見られる。また、墓道の形態も①の元墓は広い箇所から
墓門まで１段階狭くなっているのに対し、②の金墓は２
段階狭くなっている。その他に墓室の空間利用について
も、①の元墓では３体目の遺骸を安置していて、②の金
墓では何らかの儀礼に使用されている、という点で違い
が見られる。
６．まとめと今後の課題
　本稿では、元墓の考古学的な研究史をまとめ、発掘調
査で報告された北方地域（第１図参照）の元墓を形態ご
とに整理した。その上で試論的な分析として、倣木造の
構造を持つ類屋式墓を取り上げ、元の前の金代に造られ
た金墓との比較検討をおこなった。
　まず、５－１の比較では、墓室の壁画の装飾方法が磚
彫から壁画に変化しており、また図像にも違いがみられ
ることを指摘した。一方で同じく装飾であるが、木造建
築を模した斗栱などの擬似的な構造の部分は変わらず磚
で作られていた。こういった墓室の装飾部分が、墓室の
平面形態や屋根などの構造の部分とどのように組み合わ
さっているのかについて、資料を増やして検討していく
必要がある。そして、墓と実際の木造建築物とがどのよ
うに対応するのかもみていかなければならない。
　次に、５－２の比較では墓室の平面形態が類似してい
ても金墓と元墓に副葬品や空間利用上の差異がみられ
た。元墓では凹型の墓室のへこんだ部位に３体目の遺骸
が埋葬されていたが、金墓では何らかの儀礼に使用され
た跡があった。これについては埋葬の仕方や葬送儀礼が
① ②
0 50cm
河北平郷県郭橋村元墓群M1 遼寧朝陽市召都巴金墓
① ②
0 50cm
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第５図　凹形類屋墓類の比較 
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関わってくるため、墓制だけでなく、文献資料などを活
用し元代の葬制の面から検討を行う必要があると考え
る。
　また、全体として、今回の比較で見られた傾向が限ら
れた地域的なものなのか、それとも北方地域全体のもの
なのか、そしてそれが南方地域の墓制と関わってくるの
かどうかについても、今後資料を増やして検討して行か
なければならない。
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